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○さいたま市立舘岩少年自然の家条例

平成13年５月１日

条例第130号

改正 平成17年12月21日条例第212号

平成21年７月17日条例第25号

平成25年12月26日条例第46号

平成27年10月26日条例第53号

〔題名改正〕

平成31年３月13日条例第９号

（設置）

第１条 豊かな自然環境の中で心身ともに健全な少年の育成を図るため、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）第30条の規定に基づき、さいたま

市立舘岩少年自然の家（以下「少年自然の家」という。）を福島県南会津郡南会津町宮

里字向山2847番地１に設置する。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（業務）

第２条 少年自然の家は、次に掲げる業務を行う。

(1) 集団宿泊体験に関すること。

(2) 自然観察、自然探求、自然愛護その他の自然に親しませる学習活動に関すること。

(3) 体育、レクリエーション及び野外活動に関すること。

(4) 前３号に掲げるもののほか、少年自然の家設置の目的を達成するために必要な事業

に関すること。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（職員）

第３条 少年自然の家に所長その他必要な職員を置く。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（休所日）

第４条 少年自然の家の休所日は、次のとおりとする。

(1) 月曜日

(2) １月１日から同月３日まで及び12月29日から同月31日まで

(3) 所内整理日（毎年10日以内で市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）が定
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める日）

２ 教育長は、前項に規定する休所日のほか、少年自然の家の管理上必要があるときは、

臨時に休所日を定め、又は休所日に開所することができる。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（利用時間等）

第５条 少年自然の家の利用時間は、午後１時から翌日の午後零時までとし、当該時間を

もって１泊とする。ただし、さいたま市立舘岩少年自然の家所長は、必要があると認め

るときは、これを変更することができる。

２ 少年自然の家を継続して利用できる期間は、５泊を限度とする。ただし、教育長は、

必要があると認めるときは、これを変更することができる。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（利用者の範囲）

第６条 少年自然の家を利用することができる者は、次の各号のいずれかに該当する者と

する。

(1) 教育課程に基づく学習活動を実施するさいたま市立小・中学校、中等教育学校の前

期課程及び特別支援学校の小・中学部の児童及び生徒並びにその引率者

(2) 市内に居住する小・中学校の児童又は生徒を主たる構成員とする少年団体及びその

引率者

(3) 市内の少年の健全育成に携わる指導者

(4) 前３号に掲げる者のほか、市教育委員会（以下「委員会」という。）が適当と認め

た者

（一部改正〔平成27年条例53号・31年９号〕）

（利用の許可）

第７条 少年自然の家を利用しようとする者は、あらかじめ、委員会の許可を受けなけれ

ばならない。許可に係る事項の変更（取消しを含む。）をしようとするときも、同様と

する。

２ 委員会は、前項の許可をする場合において、少年自然の家の管理上必要な条件を付す

ることができる。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（許可の制限）

第８条 委員会は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、少年自然の家の利用

４



を許可しない。

(1) 少年自然の家の設置目的に反するとき。

(2) 公益を害するおそれがあるとき。

(3) 前２号に掲げる場合のほか、少年自然の家の管理上支障があるとき又は委員会が適

当でないと認めるとき。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（利用権の譲渡等の禁止）

第９条 第７条第１項に規定する利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、

その権利を他人に譲渡し、又は転貸してはならない。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（特別の設備等の制限）

第10条 利用者は、少年自然の家を利用するに当たって、既設の設備等を移動し、又は特

別の設備をしようとするときは、あらかじめ、委員会の許可を受けなければならない。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（利用許可の取消し等）

第11条 委員会は、利用者が次の各号のいずれかに該当するとき又は少年自然の家の管理

上特に必要があるときは、当該許可に係る利用の条件を変更し、若しくは利用を停止

し、又は当該許可を取り消すことができる。

(1) この条例又はこの条例に基づく規則の規定に違反したとき。

(2) 偽りその他不正な行為により利用の許可を受けたとき。

(3) 利用の許可の条件又は関係職員の指示に従わないとき。

(4) 管理上特に必要と認められるとき。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（使用料）

第12条 利用者（第６条第１号に掲げる者を除く。）は、あらかじめ、別表に定める使用

料を納付しなければならない。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（使用料の免除）

第13条 市長は、必要があると認めたときは、使用料を免除することができる。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（使用料の不還付）
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第14条 既納の使用料は、還付しない。ただし、市長は、災害その他利用者の責めに帰す

ることができない理由により少年自然の家を利用することができないときは、その全部

又は一部を還付することができる。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（原状回復の義務）

第15条 利用者は、その利用を終了したときは、速やかに利用した施設又は設備を原状に

回復しなければならない。第11条の規定による利用の停止又は許可の取消しの処分を受

けたときも、同様とする。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（損害賠償の義務）

第16条 利用者は、故意又は過失により少年自然の家の施設、設備、備品等を損傷し、又

は滅失したときは、それによって生じた損害を賠償しなければならない。ただし、市長

が特別の理由があると認めるときは、この限りでない。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（運営委員会）

第17条 少年自然の家の適正な運営を図るため、さいたま市立舘岩少年自然の家運営委員

会（以下「運営委員会」という。）を設置することができる。

２ 運営委員会は、委員10人以内をもって組織する。

３ 委員は、委員会が委嘱し、又は任命する。

４ 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。

５ 委員に欠員が生じたときは、補欠委員を委嘱し、又は任命する。

６ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

（委任）

第18条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。

（一部改正〔平成27年条例53号〕）

附 則

（施行期日）

１ この条例は、平成13年５月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）の前日までに、合併前の浦和市立赤
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城少年自然の家条例（昭和48年浦和市条例第５号）又は大宮市立少年自然の家条例（昭

和56年大宮市条例第35号）（以下これらを「合併前の条例」という。）の規定によりな

された処分、手続その他の行為は、それぞれこの条例の相当規定によりなされたものと

みなす。

３ 第13条の規定は、施行日以後の申請に係る使用料について適用し、同日前の申請に係

る使用料については、なお合併前の条例の例による。

附 則（平成17年12月21日条例第212号）

この条例は、平成18年３月20日から施行する。

附 則（平成21年７月17日条例第25号）

この条例は、公布の日から施行する。

附 則（平成25年12月26日条例第46号抄）

（施行期日）

１ この条例は、平成26年４月１日から施行する。

（経過措置の原則）

２ 次項から第９項までに定めるものを除くほか、次の表の左欄に掲げる規定は、それぞ

れ、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）以後の同表の右欄に掲げる行為に

係る使用料、利用料金、手数料等について適用し、施行日前の同欄に掲げる行為に係る

使用料、利用料金、手数料等については、なお従前の例による。

略 略

第6条の規定による改正後のさいたま市立少年自然の家条例別表の規定 許可の申請

略 略

附 則（平成27年10月26日条例第53号）

（施行期日）

１ この条例は、平成28年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例の施行の際現に従前のさいたま市立少年自然の家運営委員会の委員である者

は、この条例の施行の日にこの条例による改正後のさいたま市立舘岩少年自然の家条例

第17条第３項の規定により委員として委嘱し、又は任命されたものとみなす。この場合

において、その委員として委嘱し、又は任命されたものとみなされる者の任期は、同条

第４項の規定にかかわらず、平成28年９月30日までとする。

附 則（平成31年３月13日条例第９号）

７



（施行期日）

１ この条例は、平成31年４月１日から施行する。ただし、別表の改正は、平成31年10月

１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後のさいたま市立舘岩少年自然の家条例別表の規定は、別表の改

正の施行の日以後の利用に係る使用料で同日以後に納付するものについて適用し、同日

前の利用に係る使用料で同日前又は同日以後に納付するもの及び同日以後の利用に係る

使用料で同日前に納付するものについては、なお従前の例による。

別表（第12条関係）

（一部改正〔平成25年条例46号・27年53号・31年９号〕）

区分 利用者 使用料（1人1泊につき）

市内 小・中学校の児童及び生徒 380円

その他の者 670円

市外 小・中学校の児童及び生徒 740円

その他の者 1,480円

備考

１ 「市内」とは、本市に住所を有する者、本市内の事業所に勤務する者及び本市内

の学校に在学する者をいい、「市外」とは、市内以外の者をいう。

２ 食事料については、委員会が別に定める。
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○さいたま市立舘岩少年自然の家条例施行規則

平成13年５月１日

教育委員会規則第35号

改正 平成15年３月27日教委規則第17号

平成19年３月27日教委規則第１号

平成27年12月25日教委規則第18号

〔題名改正〕

平成28年12月27日教委規則第13号

（趣旨）

第１条 この規則は、さいたま市立舘岩少年自然の家条例（平成13年さいたま市条例第

130号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

（一部改正〔平成27年教委規則18号〕）

（事務）

第２条 さいたま市立舘岩少年自然の家（以下「少年自然の家」という。）において取り

扱う事務は、次のとおりとする。

(1) 少年自然の家の庶務に関すること。

(2) さいたま市立舘岩少年自然の家運営委員会に関すること。

(3) 少年自然の家の使用料に関すること。

(4) 少年自然の家の施設及び設備の維持管理に関すること。

(5) 前各号に掲げるもののほか、少年自然の家設置の目的を達成するために必要な事項

に関すること。

（一部改正〔平成27年教委規則18号〕）

（係の設置）

第３条 少年自然の家に次の係を置く。

(1) 管理係

(2) 指導係

（追加〔平成19年教委規則１号〕、一部改正〔平成27年教委規則18号〕）

（利用の申請）

第４条 条例第６条第１号に掲げる者は、少年自然の家を利用しようとするときは、あら

かじめ、市教育委員会（以下「委員会」という。）に届けなければならない。

２ 条例第６条第２号から第４号までに掲げる者は、少年自然の家を利用しようとすると

９
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きは、利用開始日の３月前から利用しようとする日の20日前までの間に、少年自然の家

利用許可申請書（様式第１号）を提出し、許可を受けなければならない。ただし、委員

会が特別の事情があると認めるときは、この期間を変更することができる。

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号・27年18号〕）

（利用の許可等）

第５条 委員会は、少年自然の家の利用を許可するときは、少年自然の家利用許可書（様

式第２号。以下「利用許可書」という。）を交付するものとする。

２ 前項の規定により利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、利用を変更

し、又は取り消すときは、あらかじめ、少年自然の家利用許可変更（取消）申請書（様

式第３号）に利用許可書を添えて提出し、許可を受けなければならない。

３ 利用者は、少年自然の家の入所時に利用許可書を提出しなければならない。

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号〕）

（使用料の納付）

第６条 利用者は、条例第12条に規定する使用料を、利用開始日までに納付しなければな

らない。

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号・27年18号・28年13号〕）

（使用料の免除）

第７条 条例第13条の規定により使用料の免除を受けようとする者は、あらかじめ少年自

然の家使用料免除申請書（様式第４号）を委員会に提出し、承認を受けなければならな

い。

２ 委員会は、前項の規定による申請を承認したときは、当該申請をした者に対し、少年

自然の家使用料免除承認書（様式第５号）を交付するものとする。

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号・27年18号〕）

（使用料の不還付）

第８条 利用者が利用開始日の20日前までに第５条第２項の許可を受けたときを除き、既

納の使用料は、還付しない。

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号〕）

（利用者の遵守すべき事項）

第９条 利用者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。

(1) 利用できる施設以外に立ち入らないこと。

(2) 指定の場所以外で火気等を利用し、又は所定の場所以外において喫煙しないこと。
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(3) 勝手に備え付けた備品等を移動しないこと。

(4) 施設等を汚損し、又は損傷しないこと。

(5) みだりに動植物及び岩石を採取しないこと。

(6) 前各号に掲げるもののほか、所長の指示に反する行為をしないこと。

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号〕）

（損傷の届出等）

第10条 少年自然の家の施設等を損傷し、又は滅失した者は、速やかに所長に届け出て、

その指示に従わなければならない。

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号〕）

（管理上の指示）

第11条 所長は、少年自然の家の管理上必要があると認めるときは、その都度利用者に必

要な指示をすることができる。

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号〕）

（帳簿）

第12条 少年自然の家に次に掲げる帳簿を備える。

(1) 出勤簿

(2) 文書収発件名簿

(3) 公文書綴

(4) 備品台帳

(5) 関係法規集

(6) 郵便切手使用簿

(7) 宿泊者名簿

(8) 前各号に掲げるもののほか、必要な帳簿

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号〕）

（事業計画）

第13条 所長は、あらかじめ、委員会教育長（以下「教育長」という。）の承認を得て、

少年自然の家の事業計画を定め、実施後事業の概要を教育長に報告しなければならな

い。

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号〕）

（委任）

第14条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、あらかじめ、教育長の承認を得
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て、所長が別に定める。

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号〕）

附 則

（施行期日）

１ この規則は、平成13年５月１日から施行する。

（経過措置）

２ この規則の施行の日の前日までに、合併前の浦和市立赤城少年自然の家管理規則（昭

和48年浦和市教育委員会規則第４号）又は大宮市立少年自然の家管理規則（昭和56年大

宮市教育委員会規則第６号）の規定によりなされた手続その他の行為は、それぞれこの

規則の相当規定によりなされたものとみなす。

附 則（平成15年３月27日教委規則第17号）

この規則は、平成15年４月１日から施行する。

附 則（平成19年３月27日教委規則第１号抄）

（施行期日）

１ この規則は、平成19年４月１日から施行する。

附 則（平成27年12月25日教委規則第18号）

この規則は、平成28年４月１日から施行する。

附 則（平成28年12月27日教委規則第13号）

この規則は、公布の日から施行する。
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様式第１号（第４条関係）

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号・27年18号〕）

様式第２号（第５条関係）

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号・27年18号〕）

様式第３号（第５条関係）

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号・27年18号〕）

様式第４号（第７条関係）

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号〕）

様式第５号（第７条関係）

（一部改正〔平成15年教委規則17号・19年１号〕）
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○さいたま市立舘岩少年自然の家運営委員会規則

平成13年５月１日

教育委員会規則第36号

改正 平成15年３月27日教委規則第１号

平成27年12月25日教委規則第19号

〔題名改正〕

（趣旨）

第１条 この規則は、さいたま市立舘岩少年自然の家条例（平成13年さいたま市条例第

130号）第17条に規定するさいたま市立舘岩少年自然の家運営委員会（以下「運営委員

会」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。

（一部改正〔平成27年教委規則19号〕）

（委員長及び副委員長）

第２条 運営委員会に、委員の互選により委員長及び副委員長を置く。

２ 委員長は、運営委員会を代表し、会議の議長となる。

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務

を代理する。

（会議）

第３条 運営委員会の会議は、必要に応じ所長が招集する。

２ 運営委員会は、委員の半数以上が出席しなければ開催することができない。

３ 運営委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決する

ところによる。

４ さいたま市立舘岩少年自然の家の職員は、会議の必要に応じ会議に出席し、発言する

ことができる。

（一部改正〔平成27年教委規則19号〕）

（庶務）

第４条 運営委員会の庶務は、学校教育部において処理する。

（一部改正〔平成15年教委規則１号〕）

（委任）

第５条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、運営委員会が別に定める。

附 則

この規則は、平成13年５月１日から施行する。
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附 則（平成15年３月27日教委規則第１号抄）

（施行期日）

１ この規則は、平成15年４月１日から施行する。

附 則（平成27年12月25日教委規則第19号）

この規則は、平成28年４月１日から施行する。
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○さいたま市立舘岩少年自然の家附属職員宿舎管理規則

平成13年５月１日

教育委員会規則第37号

改正 平成23年３月29日教委規則第５号

〔題名改称〕

平成27年12月25日教委規則第20号

〔題名改称〕

（趣旨）

第１条 この規則は、さいたま市立舘岩少年自然の家附属職員宿舎（以下「職員宿舎」と

いう。）の管理に関する基本的事項を定めるものとする。

（一部改正〔平成23年教委規則５号・27年20号〕）

（入居者）

第２条 さいたま市立舘岩少年自然の家に勤務する職員（以下「職員」という。）は、職

員宿舎に入居するものとする。ただし、市教育委員会教育長（以下「教育長」とい

う。）が特別な事情により、入居困難と認める場合は、この限りでない。

２ 職員と生計を一にする者は、入居することができる。

３ 前２項に規定する者で職員宿舎に入居するものの戸別の割当ては、さいたま市立舘岩

少年自然の家所長（以下「所長」という。）が行う。

（一部改正〔平成23年教委規則５号・27年20号〕）

（入居届）

第３条 前条の規定により職員宿舎に入居した者（以下「入居者」という。）は、入居後

直ちに少年自然の家附属職員宿舎入居届（様式第１号）を所長に提出しなければならな

い。

（一部改正〔平成23年教委規則５号〕）

（職員宿舎の使用上の義務）

第４条 入居者は、善良なる管理者の注意義務をもって職員宿舎を利用しなければならな

い。

２ 入居者は、敷地の現状を変更し、又は職員宿舎の一部を教育長の承認を受けないで改

造、模様替えその他の工事を行ってはならない。

３ 入居者は、職員宿舎を滅失し、又は損傷したときは、遅滞なく所長に報告し、その指

示に従わなければならない。

資料４
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（家賃及び管理費）

第５条 入居者から家賃及び管理費を徴収しない。

（職員宿舎の修繕費等）

第６条 入居者の使用に係る電気、ガス等に要する費用は、入居者が負担するものとす

る。

２ 天災、時間の経過その他入居者の責めに帰することのできない理由により職員宿舎が

損傷し、又は汚損した場合においては、その修繕に要する費用は、市が負担するものと

する。

（職員宿舎の退居）

第７条 入居者は、配置替えその他の理由により職員でなくなった場合は、その日から10

日以内に職員宿舎を退居しなければならない。ただし、相当の理由があると教育長が認

めるときは、教育長が指定する期間、引き続き当該職員宿舎を使用することができる。

（原状回復の義務）

第８条 入居者は、敷地の現状を変更し、職員宿舎の一部を改造し、模様替えその他の工

事を行った場合、職員宿舎を退居するときは、これを原状に回復しなければならない。

（退居届の提出及び検査）

第９条 入居者は、職員宿舎を退居するときは、少年自然の家附属職員宿舎退居届（様式

第２号）を所長に提出し、その検査を受けなければならない。

（一部改正〔平成23年教委規則５号〕）

（委任）

第10条 この規則に定めるもののほか、職員宿舎の管理について必要な事項は、所長が別

に定める。

附 則

（施行期日）

１ この規則は、平成13年５月１日から施行する。

（経過措置）

２ この規則の施行の日の前日までに、合併前の大宮市立少年自然の家附属職員宿舎管理

規則（昭和56年大宮市教育委員会規則第８号）の規定によりなされた処分、手続その他

の行為は、この規則の相当規定によりなされたものとみなす。

附 則（平成23年３月29日教委規則第５号）

この規則は、平成23年４月１日から施行する。
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附 則（平成27年12月25日教委規則第20号）

この規則は、平成28年４月１日から施行する。

附 則（令和3年3月30日教委規則第10号）

この規則は、令和3年4月1日から施行する。
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様式第１号（第３条関係）

（一部改正〔平成23年教委規則５号・27年20号〕）

様式第２号（第９条関係）

（一部改正〔平成23年教委規則５号・27年20号〕）
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1 1 39 39

11 11 1347 78 2 1427

15 15 1858 123 1981

7 1 8 865 60 19 944

1 1 2 113 9 122

0 0

15 15 1920 120 2040

10 2 12 1399 84 197 1680

0 0

3 3 651 38 689

0 0

0 0

59 3 1 4 67 7502 651 0 512 257 8922

1 1 35 35
10 10 806 53 859
15 15 981 95 1 1077
7 1 1 2 11 585 83 57 46 771

1 1 91 4 5 100
0

15 15 1024 95 2 1121
10 2 12 632 70 123 825

1 1 27 5 1 34 67
3 3 430 30 460

0
0

57 4 2 6 69 4146 522 1 405 241 5315

2 2 74 74
21 21 2153 131 2 2286
30 30 2839 218 1 3058
14 1 1 3 19 1450 83 117 65 1715
1 2 3 204 4 14 222

0 0
30 30 2944 215 2 3161
20 4 24 2031 154 320 2505

1 1 27 5 1 34 67
6 6 1081 68 1149

0 0
0 0

116 7 3 10 136 11648 1173 1 917 498 14237

※とくさ館とからまつ館を同時利用した小学校・団体がある。　

計

からまつ館

2

月

区
分

社会
教育団体

8

9

10

11

4

5

6

　　　　令和３年度自然の教室実施状況について
　○入所統計 （令和４年３月まで）

とくさ館
団体数 階層別利用者数（実人数）

他小学生 中学生
学校教育

小学校中学校
その他 小計

月

7

高校
大学
専門

指導者

3

合計

12

1

区
分

階層別利用者数（実人数）
学校教育

社会
教育団体 その他 小計 小学生 中学生

高校
大学
専門

指導者 他 計
小学校中学校

団体数

4
5
6

中学校

7
8
9
10
11
12
1
2
3
合計

4

区
分

団体数 階層別利用者数（実人数）
学校教育

社会
教育団体 その他 小計 小学生 中学生

高校
大学
専門

指導者 他 計

3
合計

総計

10
11
12
1
2

5
6
7
8
9

月 小学校
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（単位　円）

予算科目 予算現額
収入済額
(執行額)

執行率
（％）

備考

0 0

 1使用料 0 0

 9教育使用料 0 0

0 0

0 0
少年自然の家利用者使用
料

23諸収入 2,868,000 366,864 12.79

 6雑入 2,868,000 366,864 12.79

 4雑入 2,868,000 366,864 12.79

 9教育費雑入 2,868,000 366,864 12.79

2,868,000 340,619

2,868,000 340,619 11.88 宿舎・厨房電気料

 5その他雑入 0 26,245

 8その他雑入 0 26,245 0.00
会計年度任用職員雇用保険、
情報提供料

合　　計 2,868,000 366,864 12.79

 2施設光熱水費等負担金

さいたま市立少年自然の家　令和４年度歳入予算執行状況（9月末現在）

16使用料及び手数料

 5社会教育使用料

 1少年自然の家使用料

 2施設光熱水費等負担金

資料７

２７



（単位　円）

予算科目 予算現額
支出済額

（執行額）
執行率
（％）

備考

10教育費 1,517,460,000 822,374,883 54.19

 1教育総務費 2,612,000 2,352,758 90.07

 2事務局費 2,612,000 2,352,758 90.07

 1報酬 2,037,000 1,860,342 91.33 会計年度任用職員賃金

 3職員手当等 450,000 449,721 99.94 会計年度任用職員賞与

 4共済費 35,000 30,934 88.38 会計年度任用職員労災保険料

 9旅費 90,000 11,761 13.07 会計年度任用職員通勤手当

 6社会教育費 1,514,848,000 820,022,125 54.13

 6少年自然の家費 1,514,848,000 820,022,125 54.13

1,281,090,000 702,463,119 54.83

 8旅費 3,747,000 839,450 22.40
本庁事務連絡旅費、工事
に伴う現地確認旅費

10需用費 42,065,000 15,431,716 36.69

 1消耗品費 2,042,000 162,763 7.97
事務用消耗品、施設用消
耗品等、

 2燃料費 15,650,000 366,953 2.34
公用車用燃料費、暖房用
燃料費等

 5光熱水費 21,000,000 14,000,000 66.67 電気料

 6修繕料 3,373,000 902,000 26.74 施設修繕、物品修繕

11役務費 3,027,000 2,078,396 68.66
電話料、リネン等クリーニン
グ、ごみ収集手数料等

74,600,000 64,346,900 86.26 浄化槽・エレベーター・建物管理等、中規
模修繕工事に伴う委託

13使用料及び賃借料 44,062,000 41,305,857 93.74
公用車賃借、コピー機、ＦＡＸ、ＡＥ
Ｄ等

14工事請負費 1,112,130,000 578,452,300 52.01 中規模修繕工事(R3～R5)

1,459,000 8,500 0.58
道路等除雪負担金、危険物安
全協会会費等

さいたま市立少年自然の家　令和４年度予算歳出執行状況（９月末現在）

少年自然の家管理運営事業

12委託料

18負担金補助及び交付金

資料８
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233,758,000 117,559,006 50.29

 1報酬 104,000 0 0.00 運営委員報酬(民間選出)

 7報償費 148,000 0 0.00 指導者講習会講師謝金等

 8旅費 8,000 0 0.00 運営委員旅費(民間選出)

10需用費 1,273,000 371,119 29.15

 1消耗品費 1,248,000 371,119 29.74 消耗品

 4印刷製本費 25,000 0 0.00 所報印刷代

1,462,000 650,547 44.50 現地研修会バス借上げ料

15原材料費 57,000 0.00

17備品購入費 290,000 289,740 99.91 リヤカー２台

230,416,000 116,247,600 50.45
自然の教室（バス輸送補助
金、宿泊費補助金）

合　　計 1,517,460,000 822,374,883 54.19

18負担金補助及び交付金

少年自然の家野外活動事業

13使用料及び賃借料
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0 0 0 0 0

7 7 1337 77 1414

13 13 1846 114 1960

7 7 922 64 986

0 0 0 0 0

14 14 2002 124 2126

7 7 799 58 857

48 0 0 0 48 6906 0 0 437 0 7343

0 0 0 0 0

8 8 754 57 811

7 7 597 53 650

4 1 5 344 79 34 457

1 1 84 8 92

6 6 413 40 453

4 4 214 22 236

30 1 0 0 31 2406 79 0 214 0 2699

0 0 0 0 0

15 15 2091 85 2176

20 20 2443 167 2610

11 1 12 1266 79 98 1443

1 1 84 8 92

20 20 2415 164 2579

11 11 1013 80 1093

78 1 0 0 79 9312 79 0 602 0 9993

小学校 中学校

8

9

令和４年度自然の教室実施状況について

たかつえ

団体数 階層別利用者数（実人数）

令和４年度　「自然の教室」実施状況 （令和４年１０月１０日現在）

計他
月

区
分

社会
教育団体 その他 小計

10

指導者

5

6

7

階層別利用者数（実人数）

学校教育
社会

教育団体 その他 小計 小学生 中学生
高校
大学
専門

指導者 他 計
小学校 中学校

4

高校
大学
専門

小学生 中学生

学校教育

4

5

11

区
分

団体数

月

南郷

2

3

合計

12

1

6

中学校

7

8

9

10

11

12

1

2

3

合計

団体数 階層別利用者数（実人数）

学校教育
社会

教育団体 その他 小計 小学生 中学生
高校
大学
専門

指導者 他 計

3

合計

総計

10

11

12

1

2

5

6

7

8

9

月 小学校

4

区
分
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舘岩少年自然の家中規模修繕工事概要

１ 概要 

舘岩少年自然の家は、竣工から４０年が経過し、老朽化による劣化が確認されているこ

とから、今後の安定的な施設の稼働を確保するために、さいたま市公共施設マネジメント

計画に基づき、中規模修繕工事を実施します。 

２ 舘岩少年自然の家 

所在地 福島県南会津郡南会津町宮里字向山２８４７番地１ 

概要 本館・体育館・研修棟等        竣工 昭和５６年１０月１日 

とくさ館（宿泊棟・浴室棟・学習室） 

収容人数３６０名           竣工 昭和５６年１０月１日 

からまつ館 ※からまつ館は、本工事の対象外です。

収容人数２００名           竣工 平成３０年５月３１日 

延床面積 １２,１０２㎡ 

（うち工事対象７,９５０．８５㎡） 

敷地面積 ３４１,０９８㎡ 

構造 鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造 地上５階建て 

３ 工事概要 

工事名称 舘岩少年自然の家中規模修繕（建築）工事 

舘岩少年自然の家中規模修繕（電気設備）工事 

舘岩少年自然の家中規模修繕（機械設備）工事 

内容 ・経年により通常発生する損耗、機能低下に対する復旧措置を行い、機能

を回復させます。 

・主に、外部仕上げは屋上防水の更新や外壁の洗浄、再塗装、内部仕上げ

は床仕上げ更新、壁塗装の再塗装を実施します。また、給排水管の更新、

本施設特有の設備である融雪装置、ボイラー、温泉ポンプ等の更新、その

他老朽化の著しい箇所の修繕を実施します。 

・屋外トイレ及び電気棟を新築（合計床面積１０４．９６㎡） 

工期 令和４年３月１１日から令和５年１２月２２日 

特記事項 ・平成３０・３１年度に設計を実施しました。 

・令和４・５年度は施設を休館とし、休館中はホテル南郷及び南会津郡内

の民間宿泊施設等を利用し、自然の教室を実施します。 

資料１０
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11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 ～ 3月 4月 ～ 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

契約 仮契約 本契約

工事準備

工事期間

開館

開館準備

休館

令和６年度令和３年度 令和４年度 令和５年度
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多目的広場 

朝礼広場 
中庭 

集いの広場 
駐車場 

西根川 宮里大橋 

本
館

からまつ館 

とくさ館 

舘岩少年自然の家

       敷地図
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とくさ館 ：宿泊棟、浴室等 

本館   ：管理棟、研修棟、 

      体育館 

からまつ館：新館   

本館
１階

とくさ館
１階

本館
２階

とくさ館２階

本館
３・４・５階

からまつ館２階

からまつ館１階
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